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片
倉
家
並
び
に
日
光

• 

東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
一

"J 

宮
城
県
白
石
市
の
旧
白
石
城
主
片
倉
家
に
伝
わ
る
小
紋
胴
服
と
日
光

・
東
照
宮
にゆ

き

共
に
大
幅
平
絹
に
染
め
た
小
紋
の
裂
地
を
裂
幅
一
杯
を
桁

伝
わ
る
小
紋
胴
服
と
は
、

に
し
て
仕
立
て
た
特
異
な
胴
服
と
し
て
従
来
注
目
さ
れ
て
き
た
。

」
れ
ら
は
初
期
小
紋
の
遺
品
資
料
と
し
て
、

上
杉
家
に
伝
わ
る
謙
信
所
用
小
紋
惟

子
(
美
術
研
究
二
三
三
号
所
載
拙
稿
参
照
〉
に
次
ぐ
古
い
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、

そ
の
精

査
・
究
明
は
小
紋
染
の
上
か
ら
も
、
羽
織
の
原
形
で
あ
る
初
期
胴
服
の
形
態

・
仕
立

の
点
か
ら
も
究
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

昭
和
三
四
年
三
九
五
九
)
九
月
二
五
日
、

当
時
の
東
京
国
立
博
物
館
染
織
室
長
山
辺
知
行
氏
の
許
に
同
時
に
こ
れ
ら
二
領
を
預

註

-

長
板
中
型
染
色
家
の
松
原
福
奥

・
同
利
男
両
氏
を
招
い
て

っ
て
お
ら
れ
た
機
会
に
、

の
第
一
回
調
査
に
始
ま
り
、
続
い
て
江
戸
小
紋
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
小
宮
康

註
2

助
氏
並
び
に
同
氏
御
子
息
の
康
孝
氏
を
招
い
て
の
調
査
等
、
今
日
ま
で
に
山
辺
知
行

氏
(
現
多
摩
美
術
大
学
教
授
)
、
杉
原
信
彦
氏
(
現
文
化
庁
管
理
課
長
補
佐
〉
、

共
立
女
子

大
学
教
授
山
本
ら
く
、
栗
原
弘
子
両
氏
、
北
村
哲
郎
氏
(
現
東
京
国
立
博
物
館
企
画
課

長
〉
、
今
永
清
士
氏
(
現
東
京
国
立
博
物
館
染
織
室
長
〉
の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
調
査

一
領
じ

い
て

神

ノ命、

;口}

子

栄

-
考
察
を
続
行
、

そ
の
間
他
の
調
査

・
研
究
が
入
り
、
結
局
十
五
年
余
の
歳
月
を
要

し
た
が
今
回
よ
う
や
く
発
表
の
段
階
に
至
っ
た
の
で
以
下
報
告
に
移
り
た
い
と
考
え

る

)
 

4
E
E
-
-(
 
片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
(
図
版
I
b
、
E
a
、

b
、
挿
図
1
、
2
、
3
〉

図
9
)
に
よ
る
と
、

註
3

片
倉
代
々
記
(
挿

伊
達
政
宗
の
家
臣
で
あ
る
二
代
片
倉
小
十
郎
島
郎
(
天
庇
針
一
手

仙
台
・
伊
達
家
の
小
藩
白
石
の
片
倉
家
に
伝
来
す
る
胴
服
で
、

!
万
一
m
E年
)
が
伏
見
へ
登
り
滞
留
し
て
い
た
際
、
即
ち
慶
長
の
始
め
頃
(
慶
長
四
年
迄

註
4

の
間
〉
太
閤
よ
り
羽
織
を
拝
領
し
た
と
あ
り
、

片
倉
家
に
於
け
る
今
日
ま
で
の
家
伝

で
も
、
こ
の
胴
服
は
太
閤
よ
り
拝
領
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
胴
服
の
形
態
や
小
紋
の
様
相
等
か
ら
、

時
代
的
に
慶
長
の
始
め

頃
と
い
う
点
に
は
信
溶
性
が
あ
り
、

片
倉
代
々
記
並
び
に
家
伝
に
従
い
、
伝
太
閤
よ

り
拝
領
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



図
版

E
a
、
b
、
挿
図
1
等
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
縫
目
の
ほ
こ
ろ
び
、
裏
裂
の

朽
損
が
著
し
く
、
小
紋
の
表
裂
に
も
背
面
右
下
方
に
損
傷
が
見
ら
れ
る
。
背
面
の
損

傷
は
何
か
の
汚
れ
が
も
た
ら
し
た
損
傷
で
あ
ろ
う
が
、
縫
目
の
ほ
こ
ろ
び
と
裏
裂
の

損
傷
は
、
当
初
の
黒
絹
縫
糸
と
、
茶
色
平
絹
通
し
裏
の
裏
裂
が
鉄
媒
染
で
あ
っ
た
た

註

5

め
朽
損
し
た
の
で
、
黒
絹
縫
糸
は
縫
目
の
処
々
に
そ
の
姿
を
残
し
、
一
畏
裂
は
細
か
い

な
か
い
れ
わ
た

断
片
と
な
っ
て
中
入
綿
に
付
着
し
て
い
る
。

紺
地
に
薄
藍
で
小
花
文
様
が
染
め
出
さ
れ
て
い
る
小
紋
の
平
絹
表
裂
は
、
袖
附
の

縫
目
が
な
く
、
背
縫
か
ら
袖
口
ま
で
が
一
続
き
、
即
ち
桁
が
一
枚
の
幅
広
い
裂
一
幅

で
出
来
て
い
る
。
縫
糸
の
ほ
こ
ろ
び
と
裏
裂
の
朽
損
部
分
か
ら
背
縫
及
び
袖
口
の
縫

代
に
見
ら
れ
る
大
幅
裂
地
の
両
耳
が
明
ら
か
で
、

註

6

七
三
セ
ン
チ
幅
。
外
来
裂
と
思
わ
れ
る
こ
の
広
幅
の
平
絹
は
羽
二
重
風
の
滑
ら

従
っ
て
裂
幅
が
歴
然
と
し
て
い

るか
で
柔
軟
な
手
ざ
わ
り
の
裂
で
あ
る
。
袖
の
丸
み
か
ら
袖
下
、
脇
の
線
と
襟
先
が
、

そ
の
曲
線
に
添
っ
て
裁
ち
出
し
て
あ
る
。

即
ち
そ
の
部
分
が
直
線
仕
立
で
な
く
曲
線

裁
断
の
西
欧
の
影
響
を
受
け
た
裁
ち
方
で
、

」
の
方
法
の
裁
断
で
は
、

上
杉
家
に
伝

わ
る
謙
信
所
用
と
い
わ
れ
る
陣
羽
織
や
景
勝
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
鎧
下
着
に
目
立
た

な
い
曲
線
裁
断
の
用
い
ら
れ
て
い
る
数
領
の
遺
品
資
料
が
あ
り
、

こ
れ
ら
に
次
ぐ
古

い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
仕
立
て
は
、
ほ
こ
ろ
び
を
補
修
し
た
糸
と
、
背
面
の
裏
側
、

襟
肩
あ
き
の
下
方
、
及
び
裾
か
ら
上
約
四

0
セ
ン
チ
の
下
半
に
、
朽
損
し
は
じ
め
た

裏
裂
に
当
て
裂
し
て
茶
色
の
絹
糸
で
刺
し
て
補
修
し
た
比
較
的
早
い
時
期
の
濃
い
茶

色
平
絹
補
修
裂
|

|
こ
れ
も
既
に
相
当
の
朽
損
が
見
ら
れ
る
ー
ー
が
後
の
も
の
で
あ
る

が
、
仕
立
て
そ
の
も
の
と
し
て
は
当
初
の
ま
ま
殆
ど
「
生
」
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き

る。
縫
糸
と
裏
裂
の
損
傷
が
著
し
い
の
で
一
見
保
存
状
態
が
不
良
の
よ
う
に
見
え
る

片
倉
家
並
び
に
日
光

・
東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
二
領
に
つ
い
て

が
、
表
裂
は
裂
地
に
張
り
も
引
き
も
あ
り
、

小
紋
染
の
状
態
も
当
初
の
様
子
を
殆
ん

ど
変
え
る
こ
と
な
く
伝
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

損
の
著
し
い
裏
裂
は
通
し
裏
で
、

胸
紐
は
附
い
て
い
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
が
、
一
長
裂
の
損
傷
で
定
か
で
な
い
。
朽

註

7

仕
立
て
は
綿
入
れ
、
中
入
綿
は
真
綿
、
総
重
量
は

五
九

0
グ
ラ
ム
、

日
光
・
東
照
宮
の
胴
服
が
六

0
0グ
ラ
ム
で
あ
る
か
ら
ほ
ぼ
同
じ

重
量
と
い
え
る
。
襟
は
、
内
側
と
外
側
は
一
つ
づ
き
の
裂
で
仕
立
て
て
あ
っ
て
、
後

世
の
羽
織
の
襟
と
同
種
の
も
の
、

別
に
襟
の
折
目
は
な
い
が
、
襟
は
襟
首
囲
り
の
部

分
を
外
側
に
折
っ
て
も
内
側
に
折
っ
て
も
着
装
出
来
る
仕
立
て
で
あ
る
。

ハ
小
紋
の
観
察
並
び
に
推
測
染
色
法
)

こ
の
胴
服
に
見
ら
れ

註

8

る
染
色
は
、
型
付
の
送

り
の
跡
が
図
版
E
a
、

b
、
挿
図
3
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
明
瞭
で
あ

り
、
そ
の
一
型
の
跡
は

一四

・
五
セ
ン
チ
で
、

幅
は
七
三
セ
ン
チ
裂
幅

の
も
の
に
背
縫
の
織
耳

か
ら
四
九

・
二
セ
ン
チ

袖
側
に
跡
が
あ
る
の

で
、
型
紙
は
文
様
部
分

が

三

四

・
五
セ

ン
チ

×
四
九
・
二
セ
ン
チ
以

上
」
の
も
の
、
即
ち
五

片倉信光氏蔵宮城

挿図 1 片倉家伝来小紋胴服 部分

(裏面と中入綿が見える)
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実測図挿図 2 片倉家伝来小紋胴服

61C18  

挿図 3 片倉家伝来小紋胴服型送り跡図

(前身頃・後身頃展開を想定)

型紙は五す型，幅はー尺九すから二尺

斜線は文様部分

上

度銭湯易額型

車氏

ワh
7L e唱

a、

43 

的

.
N

。

。

号

凡
留
の
あ
と

身
-一
l
i
t
-
-
e
一l
l
J
一l
l
J
7
l
I
4
一l
l
l
'
L
I
-
-
4
7
4

左

一

袖

一

右

袖

一

J
7
J
7
J
一l

J
一l
l
J
7
/
一l

J
一l

/

7

一ーーーーーーは下前前 下 り 5.5cm 

袖1-1下から脇にかけての曲線は裁ち出しである。

袖口下のきせは左袖は前に，右袖は後に。

寸
型
で
幅
は
一
尺
九
寸
か
ら
二
尺
の
型
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
枚
型
で

156 

あ
る
。裏

裂
と
縫
糸
の
朽
損
の
た
め
に
こ
の
胴
服
は
表
裂
の
裏
面
が
容
易
に
観
察

で
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
小
菊
散
ら
し
と

も
い
え
る
文
様
は
、
藍
色
の
濃
度
が
表
裏
同
様
で
、
地
の
部
分
は
表
は
濃
紺
、

裏
は
文
様
部
分
と
の
区
別
が
な
い
(
挿
図
I
Y
即
ち
、
染
色
は
、
七
三
セ
ン

チ
幅
の
外
来
裂
と
思
わ
れ
る
白
羽
二
重
風
の
裂
を
先
ず
藍
に
浸
染
し
て
藍
下

と
し
、
表
側
に
こ
の
小
紋
型
で
糊
置
の
型
付
を
し
、

墨
を
引
い
て
い
る
。
従

っ
て
濃
紺
に
見
え
る
地
の
部
分
は
、
文
様
部
分
と
同
じ
濃
度
の
藍
色
の
上
に

墨
が
引
か
れ
た
色
で
あ
る
。
糊
置
の
型
付
は
、
こ
の
遺
品
資
料
を
通
し
て
推

測
す
る
と
挿
図
3
の
方
向
に
順
次
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の
下
方
よ
り
四
段
目
と
挿
図
2
の
実
測
図
に
示
し
た
。
綿
入

仕
立
で
、
裏
は
通
し
裏
、
袖
口
、
裾
等
の
抱
は
裏
裂
の
甚
だ
し
い
朽
損
で
推
測
も
な
ら
な

与
C

い
。
背
縫
の
折
被
せ
は
表
裏
と
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
常
な
方
向
(
美
術
研
究
二
二

八

号
、
二

O
頁
、
挿
図
3
参
照
)
に
な
っ
て
い
る
。
袖
の
丸
み
か
ら
袖
下
、
脇
に
か
け
て
と

襟
先
の
曲
線
裁
断
は
前
述
し
た
が
、

上
杉
家
に
伝
わ
る
謙
信
及
び
景
勝
所
用
の
数
領
の

曲
線
裁
断
の
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
陣
羽
織
や
鎧
下
着
よ
り
も
、
そ
の
度
が
進
ん
で
お

な
っ
て
い
る
)
、

り
、
袖
下
か
ら
脇
に
か
け
て
の
曲
線
部
分
の
折
被
せ
は
左
袖
は
前
に
(
前
が
高
く
上
側
に

右
袖
は
後
に
(
左
袖
と
は
逆
に
後
が
高
く
上
側
に
な
っ
て
い
る
)
な
っ
て
お

り
、
右
の
袖
口
に
は
黒
絹
糸
で
四
回
糸
が
か
け
て
あ
る
留
め
が
行
わ
れ
て
お
り
、
左
袖

口
に
も
留
め
の
あ
と
が
あ
る
。
表
裂
は
背
縫
線
か
ら
袖
口
ま
で
広
幅
一
幅
で
仕
立
て
て

ま
ち

あ
り
、
袖
附
の
縫
目
と
槍
裂
の
縫
目
が
な
い
が
、
裏
裂
は
広
幅
の
裂
で
は
な
い
の
で
、

袖
附
縫
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
袖
附
の
縫
目
と
槍
裂
附
の
縫
目
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
部
分
の
裏
裂
も
断
片
が
附
着
す
る
の
み
で
縫
目
の
状
態
は
不
詳
で
あ
る
。
襟



は
表
身
頃
と
の
襟
附
は
平
縫
い
で
、
わ
な
に
な
っ
て
裏
に
か
え
り
、
裏
身
頃
の
裂
が
そ

表

裂
¥.J 

の
襟
裂
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
(
身
頃
の
裏
裂
が
襟
の
上
に
な
っ
て
い
る
〉
。

襟
先
の
曲
線
裁

経
糸
、
緯
糸
と
も
に
精
練
し
て
あ
り
、
太
さ
も
ほ
ぼ
同
じ
位
で
羽
二
重
様
の
柔
か
い

断
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
曲
線
で
あ
る
が
袖
の
丸
み
や
脇
と
同
様
に
裁
ち
出
し
て
あ
り
、

裏
側
か
ら
二
枚
を
平
縫
い
で
縫
い
合
わ
せ
表
に
か
え
し
て
あ
る
。

胸
紐
の
有
無
は
前
述

し
た
通
り
で
、
不
詳
と
い
え
よ
う
か
。

五
越
前
後
。
裂
幅
は
七
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

手
ざ
わ
り
の
裂
で
あ
る
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四

O
本
前
後
、
緯
糸
は
三

縫
糸
は

S
撚
黒
網
糸
と

Z
撚
鼠
色
絹
糸
で
、
黒
糸
の
部
分
は
殆
ど
が
ほ
こ
ろ
び
て
い

(裏

裂
¥.J 

る
。
襟
附
、
裾
の
縫
目
は
、
二
・
五
ミ
リ
前
後
の
細
か
い
平
縫
で
あ
る
。

当
初
は
黒
平
絹
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
は
濃
茶
色
平
網
の
断
片
で
あ
る
。

す
べ
て
抜
け
て
お
り
裏
は
中

東照宮蔵

襟を外側に折る

栃木

日光 ・東照宮伝来小紋胴服 部分

損傷部分より裏面を見る

正面日光 ・東照宮伝来小紋胴服挿図 4

挿図 5

片
倉
家
並
び
に
日
光

・
東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
二
領
に
つ
い
て

袖

口

も

入
綿
に
附
着
し
て
い
る
程
度

東照宮蔵

で
あ
る
が
、
襟
附
け
の
部
分

に
元
の
裏
裂
が
つ
い
て
い

栃木

る
。
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
精

練
し
て
あ
り
、
太
さ
も
ほ
ぼ

同
じ
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
間

に
、
経
糸
は
四
五
本
前
後
、

緯
糸
は
四

O
越

前

後

で

あ

る

(2) 

日
光
・
東
照
宮
伝
来
小

紋
胴
服
(
図
版
I
a
、
皿

a
、
b
、
挿
図
4
、
5
、

6
、
7
〉

旗
本
の
士
近
藤
用
予
が
大
坂

夏
の
陣
(
一
冗
開
一
日
年
)
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の
折
、

徳
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一

日光・東照宮伝来小紋胴服挿図 6日光 ・東照宮伝来小紋胴服型送り跡図

(前身頃・後身頃展開を想定)

型紙は四す型，幅は二尺から二尺一寸

斜線は文様部分

孟 l段以勿~I

挿図 7

型

車氏
術

研

。

ワh
7L 

号

5.41上/"'--5.5

J
一/
一J
一出

i
l
--
一J

左

:tUI 

一一一一一ー一一ーは下前
前下り 9 cm 

袖口下から脇にかけての曲線は裁ち出しである。

袖 nと前身頃の裾は突き什わせ。

四

川
家
康
(
天
位
lN

一J
元
山
川
区
年
)
か
ら
拝
領
し
た
も
の
を
後

に

日

，

、

註

9

光
・
東
照
宮
に
寄
進
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
胴
服
で
、
川
の
片
倉
家

158 

に
伝
わ
る
太
閤
よ
り
拝
領
の
小
紋
胴
服
と
の
類
似
品
で
、

」
れ
も

袖
附
の
縫
目
が
な
く
背
縫
か
ら
袖
口
ま
で
一
続
き
の
幅
の
広
い
羽

二
重
風
の
平
絹
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
片
倉
家
の
と
同
様
に
そ
の

桁
は
広
い
幅
の
裂
が
一
幅
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

片
倉
家
の
と
同
様
に
小
紋
染
の
胴
服
で
あ
り
、
小
紋
染
の
文
様
、

型
紙
、
染
色
法
も
類
似
し
て
お
り
、
胴
服
の
形
も
上
杉
家
伝
来
の

謙
信
所
用
胴
服
八
領
(
美
術
研
究
二
四
二
、
二
四
三
、
二
四
四
号
所
載

の
拙
稿
参
照
)
や
吉
川
家
伝
来
太
閤
よ
り
拝
領
胴
服
(
美
術
研
究
二

八
六
号
所
載
の
拙
稿
参
照
〉
、
石
川
家
伝
来
太
閤
よ
り
拝
領
紙
衣
胴

服
(
図
版
M
a
、
註
叩
)
よ
り
形
態
上
か
ら
言
っ
て
後
世
の
羽
織
に

近
い
形
を
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
十
領
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
更
に
こ
の
日
光
・
東
照
宮
の
胴
服
は
、
片
倉
家
の
胴
服
よ
り
も
、

袖
幅
と
見
倣
さ
れ
る
幅
が
前
者
よ
り
広
く
、
袖
の
丸
み
も
大
き
く
て
幾
ら

か
時
代
が
下
る
感
じ
で
あ
り
、
そ
の
上
、
前
下
り
が
多
く
(
片
倉
家
の
は

五
・
五
セ
ン
チ
、
日
光
・
東
照
宮
の
は
九
セ
ン
チ
〉
て
、
後
世
の
羽
織
に
近
い

点
が
あ
り
、
双
方
の
伝
来
を
比
較
す
る
ま
で
も
な
く
片
倉
家
の
が
時
代
的

に
早
い
こ
と
が
わ
か
り
、
片
倉
家
及
び
日
光

・
東
照
宮
の
伝
来
は
各
々
時

代
の
点
で
も
確
実
性
が
高
く
思
わ
れ
る
。

図
版

E
a
、b
等
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
徳
川
将
軍
家
の
紋
所
=
弓
葉
葵

の
丸
紋
が
五
ケ
所
つ
い
て
い
る
五
つ
紋
付
で
あ
り
、
裏
側
も
共
裂
が
用
い

む

そ

う

て
あ
る
無
双
仕
立
て
で
、
綿
入
れ
(
片
倉
家
の
太
閤
よ
り
拝
領
胴
服
同
様
絹
綿
)



で
あ
る
。
保
存
状
態
は
肩
山
袖
山
線

に
破
損
の
部
分
が
右
袖
山
に
三
四
セ

ン
チ
問
、
左
袖
山
に
二

0
セ
ン
チ
間

あ
り
、
裏
側
の
袖
口
か
ら
袖
下
、
脇

に
か
け
て
の
縫
目
が
、
両
側
と
も
ほ

こ
ろ
び
て
お
り
、
朽
ち
た
糸
も
付
着

し
て
い
な
い
。

」
げ
茶
色
が
か
っ
た
黒
地
に
黄
色

の
小
花
文
様
が
染
め
出
さ
れ
て
い
る

小
紋
の
平
絹
表
裂
は
、
片
倉
家
伝
来

の
と
同
様
袖
附
の
縫
目
、
が
な
く
、
背

縫
か
ら
袖
口
ま
で
の
桁
が
一
続
き
の

3 

S隠

凶
.
的
。

35.5 

9cm 

幅 O.8cm，長さ 25cm

実測図豊国神社伝来紗綾胴服

註12参照

前下り

!I旬紐

挿図 8

び
、
裏
面
の
両
袖
脇
縫
の
ほ
こ
ろ
び
部
分
か
ら
裂
の
両
耳
や
裏
面
も
観
察
で
き
、
従

下
っ
た
位
置
に
、
左
胸
に
は
同
様
二
七
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
、
綾
地
の
嬬
子
地
銀

禰
の
乳
が
つ
い
て
い
る
。
襟
裂
は
、
片
倉
家
の
胴
服
と
同
様
内
側
と
外
側
は
一
続
き

幅
広
の
裂
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
先
に
も
述
べ
た
が
、
袖
肩
山
線
及

っ
て
袖
口
の
縫
代
の
端
と
背
縫
の
縫
代
の
端
が
裂
の
両
耳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

の
裂
で
仕
立
て
て
あ
っ
て
、
後
世
の
羽
織
の
襟
と
同
種
の
も
の
、

別
に
襟
に
折
目
は

で
、
こ
の
裂
幅
が
七
三
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
片
倉
家
の
胴
服
の

や
は
り
片
倉
家
の
と
同
様

見
ら
れ
な
い
が
、
襟
は
襟
首
囲
り
の
部
分
を
外
側
に
折
っ
て
も
内
側
に
折
っ
て
も
着

装
出
来
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
挿
図
4
の
よ
う
に
、
後
世
の
羽
織
の
襟
の

裂
と
同
様
に
外
来
裂
と
思
わ
れ
る
こ
の
広
幅
の
平
絹
は
、

け
て
の
縫
目
が
ほ
こ
ろ
び
て
い
る
た
め
に
、

羽
二
重
風
の
滑
ら
か
な
柔
軟
な
感
触
の
裂
で
あ
る
。
裏
側
の
両
袖
口
下
か
ら
脇
に
か

そ
の
部
分
は
明
ら
か
に
曲
線
裁
断
が
な

よ
う
に
外
側
に
折
り
返
え
し
て
着
装
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。
左
脇
の
表
裂
の
縫
目
に
ほ
こ
ろ
び
を
後
世
繕
っ

た
と
思
わ
れ
る
S
撚
黒
絹
糸
が
見
ら
れ
る
が
、
仕
立
て
そ
の
も
の
と
し
て
は
当
初
の

(
小
紋
の
観
察
並
び
に
推
測
染
色
法
〉

片
倉
家
伝
来
の
胴
服
同
様
、
こ
の
胴
服
の
染
色
も
、
型
付
の
送
り
の
跡
が
図
版

E

形
の
ま
ま
殆
ど
「
生
」
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
重
量
は
六

0
0グ
ラ
ム
。

胸
紐
は
挿
図
6
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
胸
に
は
襟
附
の
肩
山
か
ら
二
六
セ
ン
チ

a
、
b
、
挿
図
4
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
明
瞭
で
あ
り
、
そ
の
一
型
の
跡
は

一二

・
五
セ
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片
倉
家
並
び
に
日
光

・
東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
二
領
に
つ
い
て

ン
チ
で
、
幅
は
七
三
・
五
セ
ン
チ
裂
幅
の
も
の
に
背
縫
の
織
耳
か
ら
五
六
セ
ン
チ
袖
側

一
五



美

4苛

号

研

。

ワh
71... 

(す法 の単位はcm)

?障を ; 1柾4 り | 長 | 品 レ料品幅 1 ~ l k l lHi口 | ぶし自)い斗m3t 1 重量|参 照

1十6.01 卜8.01-1 - 沼 21080 1印。|ぉ5|(Jこし)ド1.0 1125.0 1川 美野
1ψ 。卜1.5118. 5ド5.01叶28.010.87153.0 1 1 (札 )149.0 1叶 町1美智
1剖 l叶Z24180|n5ド1.51ぉ210.971日 51 11. 2 同01…蜘g1 美重野

(内側)

2.02115.0 1 卜1.0 1 -1 -1 39.5 11吋5: 11. 0 145.51川 町|向上
(内側)ベ13.0卜05.ぉo卜9.0ド8.01 39.3約 1I団 51 |(dL)|515|叫 叫g1向上

1口印叶7布刊51ド川4ω0バ19.5イ!卜u川…4“川51沖l卜1叫4.01 3泊制8.0卜05 回 51 11.5 !日o1 123. 0 1 790 g 1 美智 | 
(内側)

L 72卜80lZ24150|叶ベ29.51 0.771印01 9.5 |岨511叶610g1 向上
(外側)

1. 97ド351刈叫8.0ト6.5137.5 1約 11日 2122.5111. 5 148.71 川"'*iJll美星野(内側)

1印卜60 1 卜40| |-lEZi1089|位。|| 80 |岨 01川 4…美ZF
(立てたまま)

1ペ不明|ト10削0.0い|幻OHolziii!1 153.0 1 15.0 |目。|叶不明|??
(内側)

1.571川 I-l-I-Iii!ul叫70.01叫 (d:可)川 ω|叫 向上

1侃ド7.01 -1 -1 -1 -I誠g1 0.95156.0 1 ~~5 1 (よ可) 1咽 51 向上

1. 40 117.51 -1 -1 -1 -1 ii!t ~ 1 0.87卜20|no|(d:可)ド1.0 1 野 01叫|向上

1η|川 1-1 -1 -1星2111 1川5.01 13.5 |刈 94.0 1… 向上
(外側)

表覧
Eヨ

亙法

一
六

に
跡
が
あ
る
の
で
、
型
紙
は
文
様
部
分
が

「
一
二

・
五
セ
ン
チ
×
五
六
セ

160 

ン
チ
以
上
」
の
も
の
、
即
ち
四
寸
型
で
幅
は
二
尺
か
ら
二
尺
一
寸
の
型
紙

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
枚
型
で
あ
る
。

両
袖
山
の
破
損
と
裏
側
両
袖
下
脇
縫
の
ほ
こ
ろ
び
に
よ
り
染
め
た
裂
の

裏
面
が
観
察
で
き
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
小
菊
散
ら
し
の
文

様
は
、
黄
色
の
濃
度
が
表
裏
同
様
で
、
地
の
部
分
は
表
は
こ
げ
茶
が
か

っ

た
黒
、
裏
は
文
様
部
分
と
の
区
別
が
な
く
、
更
に
紋
所
の
部
分
は
裏
面
は

白
抜
き
に
な

っ
て
い
る
(
挿
図
5
Y
即
ち
、
染
色
は
、
七
三

・
五
セ
ン
チ

幅
の
外
来
裂
と
思
わ
れ
る
白
羽
二
重
風
の
裂
を
先
ず
紋
所
の
部
分
五
ケ
所

に
型
紙
を
使

っ
て
両
面
糊
置
き
し
て
後
(
紋
所
の
径
は
竪
五
・
四
セ
ン
チ
横

五
・
五
セ
ン
チ
〉
、
全
体
を
黄
色
に
染
め
、

そ
の
上
に
こ
の
小
紋
型
で
糊
置

み
ず
も
と
註

叩

墨
を
引
き
最
後
に
水
洗
で
防
染
糊
を
す

っ
か
り
落
し
て
乾

の
型
付
を
し
、

か
し
て
か
ら
、
白
抜
き
に
な

っ
て
い
る
紋
所
の
部
分
に
葵
紋
の
墨
に
よ
る

線
描
き
を
し
て
い
る
。
糊
置
の
型
付
は
、
こ
の
遺
品
資
料
を
通
し
て
推
測

す
る
と
挿
図
7
の
方
向
に
順
次
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の
下
方
よ
り
二
段
目
と
挿
図
6
の
実
測
図
に
示

し
た
。
綿
入
の
無
双
仕
立
で
、
袖
口
、
前
身
頃
裾
、
後
身
頃
裾
、
襟
先
何

品
、
ぎ
と

れ
も
突
き
合
わ
せ
に
な

っ
て
お
り
、
枇
綴
じ
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
背
縫

の
折
被
せ
は
表
裏
と
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
常
な
方
向

(
美
術
研
究
二
二
人

号
、
二
O
頁
、
挿
図
3
参
照
)
に
な

っ
て
お
り
、
背
縫
の
縫
代
は
表
裏

と
も

耳
に
な

っ
て
い
る
。
袖
の
丸
み
か
ら
袖
下
、
脇
に
か
け
て

の
曲
線
は
縫
代

以
外
は
裁
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
曲
線
裁
断
で
あ
る
。
片
倉
家
伝
来
の
胴
服

は
襟
先
も
丸
く
裁
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
光

・
東
照
宮
伝
来
の
は
角

に
仕
立
て
て
あ
る
。
無
双
仕
立
で
あ
る
の
で
裏
も
表
裂
と
同
じ
広
幅
の
裂



状

|柾同 I{耕~I 中川| 紐 lrzト叫a幅 11&;幅

ま慨苧胴服|ナン|ナン (裾都ケ|同 欠 1 (ん)1州 124.0 1お O

胴繍襟む 1if 1 T y 1 w 4rIjO v 1 ~ A 1紅平絹|ゴ 1 ~jæ 1 21.0 1 伝 官.z色平絹) 有 ナシ 背43割0レ 綿入 平;×込紐 (紐一と角共裂裂) 広袖 21. 0 I 32.0 
上

文章主目ヂ繍胴服!有 |ナン|背JV|嗣 入 1 5:A25|(裏JL山杉

謙

4 地五時丹唐草文 17~ 17 ~ 1勺IJ レ|綿入|紅平絹|
シ同119.01認 5長 ナシナシ 36.5 I (厚)平ぐけ37.5紐ナ

所
( ・紫絹) '_'v.v ¥FF-J 3.8x 

5 葱 F紋繍襟摺 1if 1 TY  i背Jレ| |紅 平 絹 1(i角裂 1~jæ 1 19.0 1 用 箔(描裏絵服 有ナシ 3 袷 平2.ぐ3Xけ54.5ま丑 (紐一と共裂) 広袖 19.0 I 39.5 
日同

平絹)

可地裏菊 文 睦 襟 醐 1if 1 TY  1背許レ 1~ A 1 ~ゅおfF | 乳 1 ~lm 1 20.5 1 ijfi 
服裏 ・紅平絹) 有 ナシ 36.5 綿入 +(~)3. 5 I (裏と共裂) 広袖 20.5 I 36.0 

j¥ 

領 盟 加 1if 1 TY  1背 Fレ1~ A 1紅 平 絹 | ンド袖 122.0 1 38.0 唐草 有ナシ 35.5 綿入平ぐけ紐ナ
裏 ・ 絹) ・ 3X35.7 

吋濃MF竹に| | | 1 12四つ打 1(l!i: è$~ 'l:i) 1 'J'lm 119.0 1 今裏字詰禁事 !R 有 ナシ裾EZケ 綿入 5+(総〉T5(裏f弘裂)小袖 19.0 I 37.2 

胴家伝時与花費亀文門 1 TY  1門lレ| 袷 |聖ふ霊 Ic品品)1広袖 120.0 1 32.0 服(一伝紅豊臣)吉所ー ナシナシ 41. 5 
裏 ・ 平絹

石川家裏伝紅来紙衣)胴服
!有(ナン|ナ ぺ綿入|官事 1(量消|帥 121.0 1尉( ・ 平絹

片倉家伝来秀小所紋胴服

|ナン|有|ナ シ!綿入[不 詳 1'J袖 1275lzzi一伝(裏豊臣・茶吉平絹用)一

豊伝国(神社蔵秀紗平吉所綾胴服
|ナン|有|ナ ン|綿入| 1 'J袖| 川 !星雲1一 裏豊臣 ) 用一 0.8X25 手L

-紫絹

日光伝( 東照康立宮伝所) 来小紋胴服 lナシ|有|ナ 1 'J柚| 拍 o1霊21一徳川家 用ー 欠 手L
無双仕

野所Z薄 伊子胴服iナシ|有|ナ 袷
ソ 144220lziii

形ijfi 日間期初

片
倉
家
並
び
に
日
光

・
東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
二
領
に
つ
い
て

で
あ
る
か
ら
袖
附
の
縫
目
は
表
裏
と
も
な
く
、
桁
は
一
幅
の
裂
か
ら
背

この胴服は重量を測定する以前の昭和38年度修理で，裏打と樹脂加工が行われたため本来のものの重量は不明である。

縫
、
袖
口
の
縫
代
を
除
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
胴
服
は
、
片
倉

家
の
胴
服
よ
り
も
袖
の
丸
み
が
大
き
い
た
め
、
袖
口
も
や
や
内
側
に
斜
め

に
な
っ
て
お
り
、
袖
口
の
縫
代
は
袖
山
線
に
近
い
と
こ
ろ
に
左
袖
の
裏
だ

け
八
セ
ン
チ
弱
の
と
こ
ろ
ま
で
が
耳
で
(
左
右
表
裏
と
も
〉
下
方
は
裁
ち
落

と
さ
れ
て
、
即
ち
断
ち
目
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
表
袖
も
、
右
袖
の
表
も

裏
も
袖
山
ま
で
断
ち
目
に
な
っ
て
い
る
。
袖
口
に
は
左
右
両
袖
と
も
袖
山

よ
り
二
一
セ
ン
チ
下
方
に
留
め
(
虫
留
)
が
行
わ
れ
て
い
る
。

緩
色
嬬
子

地
銀
欄
の
乳
(
幅
一
セ
ン
チ
、
長
さ
は
二
つ
折
り
に
し
て
一
・
五
セ
ン
チ
〉
が
縫

い
目
が
上
、
わ
な
が
下
向
に
(
左
右
と
も
〉
、
右
身
頃
は
襟
首
囲
り
の
肩
山

線
か
ら
二
六
セ
ン
チ
下
方
に
、
左
身
頃
は
二
七
セ
ン
チ
下
方
に
つ
い
て
い

る
(
挿
図
6
〉
が
左
側
の
乳
は
取
れ
か
か
っ
て
い
る
。
襟
は
外
側
が
平
縫

で
、
乳
の
つ
い
て
い
る
側
に
く
け
つ
け
て
あ
る
。
乳
は
つ
い
て
い
る
が
胸

紐
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

縫
糸
は

S
撚
薄
鵜
色
絹
糸
と
、

S
撚
茶
色
絹
糸
が
当
初
の
も
の
で
、
縫

目
は
平
縫
が

0
・
二
セ
ン
チ

I
0
・三
セ
ン
チ
の
細
か
い
針
目
、
く
け
目
が

0
・
五
セ
ン
チ
か
ら
一
セ
ン
チ
の
比
較
的
細
か
い
針
目
と
な
っ
て
い
る
。

(
表
裏
の
裂
〉

経
糸
、
緯
糸
と
も
に
精
練
し
て
あ
り
、
太
さ
は
経
糸
が
緯
糸
の
約
二
分

の
一
位
の
太
さ
で
細
い
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
四
本
前
後
、

緯
糸
は
三

O
越
前
後
。
裂
幅
は
七
三

・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

(
乳
の
裂
〉

繰
色
銀
欄
で
五
枚
嬬
子
地
、
文
様
は
不
詳
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
間
に
、
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※ 

経
糸
は
七

O
本
前
後
、
緯
糸
は
三

O
越
前
後
、
銀
糸
の
幅
は

0
・
三
ミ
リ

七
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挿図 9

号

か
ら
0
・
六
ミ
リ
位
で
あ
る
。

以
上
の
調
査
に
よ
っ
て
、

片
倉
家
伝

来
小
紋
胴
服
並
び
に
日
光

・
東
照
宮
伝

来
小
紋
胴
服
に
は
、
次
の
諸
事
項
が
結

論
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。

」
れ
ら
二
領
の
胴
服
は
、

片
倉
家
伝

来
の
胴
服
に
比
較
的
早
い
時
期
の
補
修

の
跡
が
見
ら
れ
る
以
外
は
当
初
の
仕
立
て
の
ま
ま
で
、

双
方
と
も
「
う
ぶ
」
な
仕
立

て
の
胴
服
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
保
存
状
態
は
、
片
倉
家
の
胴
服
は
縫
糸
と
一
畏
裂

が
鉄
媒
染
に
よ
る
損
傷
が
著
し
い
の
で
一
見
保
存
状
態
が
不
良
の
よ
う
に
見
え
る

が
、
表
裂
は
、
背
面
の
右
側
中
央
や
や
下
方
に
汚
れ
に
よ
る
破
損
部
分
が
一
ケ
所
認

を
殆
ど
変
え
る
こ
と
な
く
今
日
に
伝
え
て
い
る
。

め
ら
れ
る
だ
け
で
、
裂
地
に
張
り
も
引
き
も
あ
り
、
小
紋
染
の
状
態
も
当
初
の
状
態

日
光

・
東
照
宮
伝
来
の
胴
服
は
左

ろ
び
て
お
り
、

右
両
袖
山
に
破
損
部
分
が
あ
り
、
一
表
面
両
脇
の
縫
目
が
縫
糸
の
朽
損
に
よ
っ
て
ほ
こ

で
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

裂
地
は
黄
色
の
部
分
的
槌
色
が
認
め
ら
れ
る
が
概
し
て
良
好
な
状
態

形
態
の
上
で
は
桃
山
時
代
の
胴
服
に
共
通
す
る
特
徴
を
よ
く
備
え
て
お
り
、
胴
服

示
し
て
い
る
。

即
ち
一
覧
表
、

初
期
小
袖
の
上
に
か
さ
ね
て
着
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

と
し
て
の
形
が
、

並
び
に
実
測
面
(
挿
図
2
、
6
〉
に
示
し
た
よ
う
に
、

桃
山
期
以
前
の
小
袖
の
特
徴
で
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
狭
い
袖
幅

(
a
〉
、
広
い
身
幅

(後
身
幅
は
b
、
前
身
幅
は
h
〉
、
が
先
ず
注
目
さ
れ
る
が
、

日
光

・
東
照
宮
の
方
が
、

/又

袖
幅
が
広
く
、
袖
の
丸
み
も
大
き
く
て
、
片
倉
家
の
も
の
よ
り
時
代
的
に
や
や
下
る
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感
が
強
い
。
袖
の
形
は
共
に
袖
口
の
つ
ま
っ
た
小
袖
型
で
、
比
較
的
年
代
の
上
る
胴

ま
た
、
何
れ
に
も
後
世
の
羽
織
の
槍
に
相
当
す

服
に
多
い
広
袖
(
平
袖
〉
で
は
な
い
。

る
大
き
さ
の
裂
の
持
出
し
分
が
あ
り
、
更
に
後
世
の
羽
織
同
様
な
形
態
、

即
ち
在
が

な
く
、
襟
は
裾
ま
で
つ
い
て
お
り
、
そ
の
襟
は
後
世
の
羽
織
の
よ
う
に
外
側
に
折
っ

て
着
装
す
る
感
が
濃
厚
で
、

背
割
れ
や
裾
脇
あ
け
が
な
い
(
拙
稿

「伝
上
杉
謙
信
所
用

胴
服
八
領
」
|
美
術
研
究
二
四
二
、
二
四
三
、
二
四
四
号
|
及
び

「吉
川
家
伝
来
山
道
草
花
鶴

亀
文
繍
箔
胴
服
に
つ
い
て
」

l

美
術
研
究
二
八
六
号
|
参
照
)
。
そ
う
い
っ
た
後
世
の
羽
織

を
想
わ
せ
る
形
が
外
来
裂
の
七
三
セ
ン
チ
ば
か
り
あ
る
幅
の
裂
地
で
、

こ
れ
も
外
来

の
裁
断
法
、

西
欧
の
曲
線
裁
断
を
こ
の
形
に
ま
こ
と
に
合
理
的
に
採
り
入
れ
て
仕
立

て
あ
げ
て
い
る
。
し
か
も
文
様
や
染
は
わ
が
国
特
有
の
小
紋
染
で
と
い
っ
た
外
来
の

も
の
と
伝
統
的
な
も
の
の
巧
み
な
組
み
合
わ
せ
で
以
っ
て
。
小
紋
の
文
様
も
類
似
し

て
お
り
、

」
れ
ら
に
用
い
ら
れ
た
小
紋
染
の
技
法
も
、
先
ず
浸
染
の
無
地
染
を
行
っ

た
後
、
糊
置
防
染
を
し
て
、
墨
を
引
く
と
い
っ
た
同
様
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

小
紋
型
も
ほ
ぼ
同
様
の
大
き
さ
の
も
の
を
用
い
、
型
送
り
も
双
方
と
も
ほ
ぼ
同
様
な

方
法
で
大
幅
の
裂
地
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
挿
図
3
、
7
〉。
当
時
の
外
来
染

織

・
服
飾
の
導
入
が
、
わ
が
染
織

・
服
飾
に
さ
り
げ
な
く
見
事
に
行
わ
れ
て
い
る
好

例
の
二
領
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

よ
り
後
世
の
羽
織
に
近
い
形

と
い
う
こ
と
か
ら
日
光
・東
照
宮
伝
来
の
が
時
代
的
に
も
や
や
下
る
と
い
う
考
察
も
、

双
方
の
伝
来
に
一
致
し
、
こ
の
二
領
は
桃
山
期
に
お
け
る
、
当
時
の
文
化
や
歴
史
を

反
映
し
た
、
由
緒
あ
る
優
品
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
上
杉
謙
信
所
用
小
紋
惟

子
に
次
い
で
古
い
小
紋
の
遺
品
資
料
が
二
点
、
そ
れ
も
外
来
裂
の
大
幅
の
平
絹
に
小

紋
染
を
施
し
た
形
も
裁
断
も
類
似
し
た
胴
服
二
領
が
、

一
方
は
豊
臣
秀
吉
か
ら
の
拝



領
品
、

一
方
は
徳
川
家
康
か
ら
の
拝
領
品
と
い
っ
た
伝
来
も
ほ
ぼ
確
実
に
、
資
料
的

(4) 

代

重

長

譜

-
美
術
的
価
値
も
高
く
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
察
、

究
明
さ
れ
た
こ
と

(
天
正
十
二
年
よ
り
万
治
二
年
ま
で
)

片
倉
代
々
記
巻
之
七

は
ま
こ
と
に
意
義
深
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

重
長

藤
原
村
長
撰
集

ハ
一
九
七
五
年
八
月
)

始
重
綱
と
名
つ
く
、
後
に

公
方
家
綱
公
御
語
字
を
避
て
重
長
と
な
る
、
姓
は
藤
原
、
氏
は
片
倉
、

長
期
間
に
亙
っ
た
本
稿
の
調
査
に
は
屡
と

、
片
倉
信
光
氏
及
び
同
氏
御
家
族
、
日
光
・
東
照
宮
宮
司
額

俗
に
弥
左
衛
門
と
称
す
、
後
改
て
左
門
と
称
し
、
小
十
郎
と
称
し
、
伊
豆
と
称
し
、
又
小
十
郎
と

賀
大
興
、
同
権
宮
司
矢
島
清
文
、
同
宝
物
館
長
田
二
谷
松
二
諸
氏
及
び
同
社
務
所
、
宝
物
館
の
多
く
の
方

々
に
格
別
の
御
便
宜
を
お
は
か
り
い
た
だ
き
御
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
比
較
検
討
の
た
め

称
し
、
備
中
と
称
す
、
父
は
片
倉
景
綱
、
母
は
矢
内
和
泉
定
女
、
天
正
十
二
年
甲
申
十
二
月
廿
五

日
羽
州
置
賜
郡
下
長
井
荘
宮
村
片
倉
館
に
生
る
、
長
と
な
る
に
及
て
、
針
生
小
太
盛
直
女
を
要
て

の
資
料
と
し
て
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
本
稿
所
載
胴
服
の
各
所
蔵
家
に
も
並
な
ら
ぬ
御
世
話
に
な
り
ま

一
女
喜
佐
と
称
す
松
前
市
正
安
広
に
嫁
す
を
生
む
、
後
に
真
田
左
衛
門
佐
幸
村
女
を
妻
と
す
、
是

大
坂
落
城
の
時
得
之
、
帰
て
侍
女
と
す
、
誰
の
女
な
る
か
し
ら
す
、
先
妻
死
後
幸
村
の
女
な
る
事

し
た
。
こ
こ
に
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

を
知
り
て
後
妻
と
す
、
真
田
家
臣
慕
来
て
見
し
終
に
家
士
と
な
れ
り
、
三
井
奉
膳
等
是
也

御
時
代

註

正
親
町
院
御
宇

御
陽
成
院
御
宇

1 

長
板
中
形
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
で
あ
っ
た
松
原
定
吉
氏
(
認
定
は
昭
和
初
年
2
月
日
日
、

後
水
尾
院
御
宇

明
正
院
御
宇

同
年
ロ
月
初
日
死
去
さ
れ
た
)
に
は
六
人
の
息
子
さ
ん
が
あ
り
、
共
に
長
板
中
型
の
修
業
を
積
ん

後
光
明
院
御
宇

後
西
院
御
宇

で
お
ら
れ
た
。
う
ち
二
人
が
戦
死
、
現
在
は
四
人
の
兄
弟
が
同
一
工
房
で
父
君
松
原
定
吉
氏
の
仕

豊

臣

秀

吉

公

東
照
大
神
家
康
公

2 
事
を
継
い
で
お
ら
れ
る
。
福
輿
氏
は
四
兄
弟
の
最
年
長
者
で
、
そ
の
次
が
利
男
氏
で
あ
る
。

江
戸
小
紋
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
で
あ
っ
た
小
宮
康
助
氏
(
本
名
は
定
吉
、
認
定
は
昭
和

初
年
2
月
日
目
、
昭
和
初
年
3
月
幻
日
死
去
さ
れ
た
。
)
は
昭
和
弘
年
の
そ
の
当
時
は
大
変
お
元

気
で
、
江
戸
小
紋
の
古
い
資
料
に
接
し
て
感
動
さ
れ
、
種
々
御
考
察
、
御
意
見
を
賜
わ
っ
た
。

台
徳
院
殿
秀
忠
公

大
猷
院
殿
家
光
公

巌
有
院
殿
家
綱
公

奉
仕

貞
山
公

義
山
公

綱
宗
公

世

3 

挿
図

9
、
「
片
倉
代
々
記
」
に
は
三
種
ほ
ど
の
異
本
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
片
倉
家
所
蔵
に
か

か
る
二
十
八
巻
(
う
ち
一
巻
が
欠
本
)
初
代
景
綱
か
ら
九
代
景
貞
ま
で
約
二
百
八
十
年
に
わ
た
る

天
正
十
九
年
辛
卯

日
記
風
の
詳
細
な
記
録
を
載
せ
た
大
型
本
(
縦
三
十
セ
ン
チ
、
横
二
十
一
セ

ン
チ
の
大
型
藍
染
和

此
年
月
日
不
知
重
綱
八
歳
に
し
て
元
服
す
、
伊
達
藤
五
郎
殿
成
実
は
御
当
家
伊
達
の
門
葉
に

し
て

紙
表
紙
の
縦
本
)
に
よ
っ
た
。
片
倉
家
の
正
式
の
記
録
で
、
白
石
城
合
戦
、
大
坂
の
陣
、
白
石
城

武
功
も
亦
世
に
聞
ゆ
る
人
な
り
、
此
故
に
父
景
綱
方
よ
り
請
ふ
て
首
服
の
親
と
な
す
、
成
実
も
辞

廊
の
変
遷
、
片
倉
家
の
年
中
行
事
、
火
事
噴
火
地
震
な
ど
の
天
災
関
係
、
民
政
関
係
、
金
ケ
瀬
宿

せ
ら
れ
す
、
首
服
の
儀
あ
り
、
既
に
し
て
祝
儀
式
三
献
の
な
か
は
に
陣
万
一
腰
を
出
し
、
成
実
言
、

場
の
移
転
の
記
録
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
原
文
は
勿
論
伺
読
点
も
な
い
草
書
体
で
あ
る
(
白
石

此
刀
家
伝
の
重
宝
肌
小
袖
と
号
す
る
也
、
相
構
て
武
道
怠
な
く
勇
功
を
励
し
忠
貞
を
致
さ
れ
よ
と

4 

白
石
市
史

4 

史
料
篇
(
上
〉

問
頁
よ

り
印
頁
に
よ
る
と
左
記
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

懇
に
示
さ
れ
、
手
自
賜
之
云
々
、
重
綱
即
戴
之
、
帯
而
一
応
之
謝
礼
は
か
り
に
て
答
え
詞
は
な
く

退
出
す
、
其
後
大
坂
御
陣
の
節
、
道
明
寺
口
に
て
右
の
万
を
以
て
敵
四
騎
討
取
、
成
実
の
前
に
行

て
前
時
の
事
を
述
て
謝
礼
元
厚
ふ
す
、
貞
山
公
開
召
及
は
れ
、
重
綱
は
礼
節
時
を
得
た
り
と
何
あ

り
て
、
甚
御
称
美
被
成
下
と
云
々
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市
史
発
刊
に
当
つ
て
の
史
料
篇
内
容
解
説
l
昭
和
必
年
1
月
|
、
及
び
片
倉
代
々
記
解
題
l
白
石

市
史

4 

史
料
篇
(
上
〉

7
頁
よ
り
げ
頁
ー
に
よ
る
〉
。

る。

此
年
月
日
不
知
重
綱
伏
見
へ
登
り
慶
長
四
年
迄
滞
留
す
、
其
聞
に
太
閤
股
下
秀
吉
公
を
拝
し
奉
り

片
倉
家
並
び
に
日
光

・
東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
二
領
に
つ
い
て

九



美

4苛

ワ甘
7L 

。

号

研

御
羽
織
を
賜
ふ
年
月
日
不
知

後
略

5 

植
物
性
染
料
を
用
い
て
黒
や
茶
色
の
染
色
を
行
う
場
合
、
多
く
タ
ン
ニ
ン
を
含
有
す
る
材
料
を

用
い
、
こ
れ
に
鉄
柴
を
媒
染
と
し
て
加
え
て
発
色
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
鉄
分
に
よ
る
裂
地
の
腐
蝕

が
甚
だ
し
い
の
で
あ
る
。

6 

当
時
国
産
の
平
織
の
裂
地
は
、
絹
物
で
は
四
二
セ
ン
チ
前
後
の
幅
の
も
の
、
麻
で
は

三
六
セ
ン

チ
前
後
の
幅
の
も
の
が
上
流
階
級
、
庶
民
を
問
わ
ず
一
般
的
な
衣
料
用
と
し
て
織
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
、

こ
の
よ
う
な
七
三
セ
ン
チ
前
後
も
あ
る
、
大
幅
の
平
織
の

裂
地
は
、
先
ず
は
輸
入
品
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

7 

当
時
、
こ
れ
ら
胴
服
や
小
袖
の
中
入
綿
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
綿
は
特
殊
の
場
合
を
除
い
て

殆
ど
が
真
綿
で
あ
る
。
木
綿
の
輸
入
は
当
時
は
ま
だ
ご
く
少
量
で
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ

り
、
ま
た
国
産
の
木
綿
も
、
綿
種
が
入
っ
て
問
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
越
後
上
杉
領
で
の

「
み
わ
た
」
、
三
川
(
河
)
木
綿
が
そ
の
早
い
例
で
は
あ
る
が
、
勿
論
綿
と
し
て
一
般
的
な
も
の
に

も

め

ん

わ

た

は
な
っ
て
い
な
い
。
実
物
資
料
で
最
古
の
木
綿
綿
は
毛
利
家
に
伝
来
す
る
伝
毛
利
秀
就
所
用
緋
絹

産
衣
の
中
入
綿
(
美
術
研
究
二
六
七
号
一
三
頁
参
照
)
で
あ
る
。

8 

型
付
(
か
た
つ
け
〉
と
い
う
の
は
、
き
れ
地
の
上
に
型
紙
を
置
い
て
模
様
を
つ
け
る
作
業
を
い

う
。
通
常
、
長
い
板
の
上
に
き
れ
地
を
張
り
、
片
端
か
ら
順
次
型
紙
を
置
い
て
糊
(
防
染
糊
や
色

糊
)
を
置
い
た
り
、
染
料
や
顔
料
を
摺
り
込
ん
だ
り
す
る
。

9 

日
光

・
東
照
宮
の
伝
来
で
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
、
「
日
光
東
照
宮
宝
物
」
(
昭
和
必
年
3

10 
月
発
行
)
の
解
説
に
よ
っ
た
。

う

つ

白

や

静
岡
市
宇
津
谷
の
石
川
家
に
伝
来
し
た
胴
服
で
、
昭
和
幻
年
8
月
、
山
辺
知
行
氏
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
。
天
正
一
八
(
一
五
九

O
)
年
三
月
一
九
日
秀
吉
が
小
田
原
征
伐
に
向
っ
た
際
、
宇
津

谷
峠
で
馬
の
草
軽
が
切
れ
た
時
、
石
川
家
の
祖
先
が
二
足
の
草
軽
を
差
し
出
し
て
「
一
足
は
勝
つ

て
お
帰
え
り
の
折
り
に
」
と
言
っ
た
と
か
で
、
そ
の
言
葉
に
気
を
よ
く
し
た
秀
吉
が
、
胴
服
を
脱

い
で
与
え
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
以
後
、
石
川
家
に
は

「
お
羽
織
屋
」
と
い
う

名
が
つ
い
て
、
上
り
下
り
の
大
名
が
こ
こ
で
お
羽
織
拝
見
に
立
ち
寄
り
、
家
運
が
栄
え
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

紙
衣
の
胴
服
で
、
綿
は
厚
く
入
っ
て
お
り
、
袖
は
平
袖

(袖
巾
は
袖
山
で
二
一
セ
ン
チ
、
袖
下

で
二

0
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
五

0
セ
ン
チ〉
、
在
が
あ
り
(
在
下
り
は
約
一

0
セ
ン
チ
、
柾
幅

二
三

セ
ン
チ
、
合
棲
幅
二
二
セ

ン
チ
、

立
棲
二
二

・
五
セ
ン
チ
〉、

補
は
な
い
。
裏
(
通
し
裏
)
と
襟

と
袖
口
、
胸
紐
、
胸
紐
が
挟
み
こ
ん
で
あ
る
三
角
裂
は
紅
の
練
緯
で
、
襟

(
幅
は
一

五
セ
ン
チ
、

二

O

襟
の
折
り
返
え
し
は
内
側
の
よ
う
で
あ
る
)
と
袖
口
(
幅
九

・
五
セ

ン
チ
)
に
は
松
皮
菱
地
に
菊
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の
折
枝
の
模
様
が
刺
繍
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
胸
紐
は
三
角
裂
(
底
辺
九

・
五
セ

ン
チ
、
高
さ

四

・
五
セ

ン
チ
)
の
上
端
が
襟
附
の
肩
山
線
か
ら
三
七
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
つ
い
て
お
り
、
三

角
裂
に
挟
み
こ
ま
れ
た
紐
に
は
摺
箔
で
五
三
の
桐

(
一
つ
の

桐
の
幅
が
約
二
セ

ン
チ
)
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
紐
は
長
さ
は
不
明
で
あ
る
が
幅
は
約
三

・
五
セ

ン
チ
で
、
左
右
と
も
わ
な
が
上
に
縫

目
が
下
に
な
っ
て
い
る
。
身
丈
は
一
一
七
セ

ン
チ
、
桁
は
五
三
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
肩
山
で
三
二

セ
ン
チ
、
裾
で

三
八
セ
ン
チ
、
前
身
幅
は
妊
下
り
の
位
置
で
二
九

・
五
セ

ン
チ
、
裾
で

三
八
セ

ン

チ
。
紙
衣
の
紙
一
枚
の
大
き
さ
は
長
さ
が
二
七
セ

ン
チ
、
幅
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
四

O
セ

ン
チ
近
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

お
羽
織
拝
見
の
度
に
出
し
入
れ
し
て
見
せ
た
た
め
か
損
傷
し
て
原
形
を
失
い
か
け
て
来
て
い
た

の
で
、
昭
和
お
年
か
ら
均
年
に
か
け
て
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
服
飾
研
究
室
で
修
理
を
行
つ

た
。
図
版
六

a
の
写
真
は
修
理
後
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
高
田
装
束
庖
の
高
田
義
男
氏
は
、
こ
の
胴
服
の
復
元
模
造
を
三
領
、
昭
和
均
年
に
完
成

さ
れ
た
。
三
領
中
一
領
は
高
田
装
束
庖
に
保
存
さ
れ
、
あ
と
の
二
領
は
大
阪
市
立
博
物
館
と
共
立

女
子
大
に
納
め
ら
れ
た
。

11 

水
元
(
み
づ
も
と
)
と
い
う
の
は
、
染
め
の
終

っ
た
裂
を
水
流
(
川
や
人
工
的
に
設
ら
え
ら
れ

た
小
川
の
よ
う
な
流
し
場
)
に
浸
し
て
、
糊
や
余
分
の
染
料
を
洗
い
落
す
作
業
を
い
う
。

12 

豊
臣
秀
吉
所
用
と
し
て
豊
国
神
社
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
胴
服
で
、
仕
立
て
も
当
初
の
ま
ま
の
も

さ

や

の
。
紗
綾
の
遺
品
資
料
で
は
現
存
最
古
、
紗
綾
と
い
う
裂
地
は
地
が
平
組
織
で
、
文
様
部
分
が
経

の
四
枚
綾
に
な
っ
て
い
る
。

13 

図
版
五
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
文
様
(
文
丈
三

0
セ
ン
チ
、
葉
間
幅
二
一
セ

ン
チ
)
の
薄
浅
葱
鍛

子
が
表
裂
の
胴
服
で
、
裏
は
金
茶
色
平
絹
(
練
緯
)
、

袷
仕
立
で
あ
る
。

柾
は
な
く
、

襟
は
後
世

の
羽
織
同
様
前
身
頃
の
裾
ま
で
つ
い
て
い
る
。
補
は
、
表
は
楢
の
幅
だ
け
裾
拡
が
り
に
裂
が
幅
広

く
裁
つ
で
あ
り
、
裏
は
前
後
と
も
槍
裂
が
接
い
で
あ
る
。
肩
山
よ
り
三
五
セ

ン
チ
下
っ
た
位
置
に

濃
い
紫
の
胸
紐
|
|
図
版
五

c
ー
ー
が
じ
か
に
挟
み
込
ん
で
縫
い
つ
け
て
あ
っ
た
(
こ
の
紐
の
朽

損
が
著
し
か
っ
た
の
で
、
は
ず
し
て
別
に
保
存
し
た
。
長
さ
は
尖
端
の
球
も
入
れ
て

一
六
セ

ン
チ
、

元
が
太
く
先
ほ
ど
細
く
な
っ
て
い
る
|
|
元
の
最
も
幅
広
い
と
こ
ろ
が
二

・
五
セ

ン
チ
、
先
の
最

も
細
い
と
こ
ろ
が

0
・
七
セ
ン
チ
||

平
織
風
な
紐
で
、
紐
の
中
央
に
金
茶
色
濃
淡
四
本
ど
り
の

飾
り
糸
が
通
し
て
あ
り
、
尖
端
の
球
に
は
撚
り
金
糸
三
本
ど
り
の
飾
り
糸
が
裡
に
か
か
っ
て
い

る
)
。
丈
は
後
が
九
一
セ

ン
チ
(
背
縫
の
位
置
で
。
繰
越
し
が
三
セ
ン
チ
あ
る
の
で
肩
山
か
ら
の



後
身
幅
は
肩
と
袖
下
の
位
置
で
三
九
セ
ン
チ
、

後
丈
は
九
四
セ
ン
チ
。
〉
、
前
が
九
九
セ
ン
チ
(
こ
の
中
、
前
下
り
五
セ
ン
チ
〉
。
桁
は
六
一
セ
ン
チ
。

裾
で
四
五
セ
ン
チ
。
前
身
幅
は
肩
で
三
一
セ
ン

チ
、
袖
下
の
位
置
で
三
六
・
五
セ

ン
チ
、
裾
で
四
五
セ
ン
チ
。
袖
幅
は
二
二
セ
ン
チ
、
袖
丈
五
二

セ
ン
チ
、
袖
口
二
五
セ
ン
チ
。
襟
幅
一
三
・
五
セ
ン
チ
。
重
量
は
紐
共
色
町
閃
(
紐
は

E
m〉
。
背

縫
は
四
つ
縫
が
し
て
あ
り
、
袖
附
は
三
つ
縫
で
、
裏
袖
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。

図

版

項

要

a 

日
光
・
東
照
宮
伝
来
小
紋
胴
服

部
分

b 

片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服

部
分

a 

片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
正
面

丈

九

二

糎

桁

七

O
糎
袖
巾
二
七
・
五
糎

伝
徳
川
家
康
所
用

栃

木

東

〈
原
色
刷
)

照

宮

蔵

伝
豊
臣
秀
吉
所
用
(
原
色
刷
)

宮

城

片

倉

信

光

氏

蔵

背
面

袖
丈
五
八
糎

b 

a 

日
光
・
東
照
宮
伝
来
小
紋
胴
服
正
面

丈

九

七

糎

桁

七

二

糎

袖

巾

三

O
糎

袖

丈

五

一

糎

b 

背
面

四

日
光
・
東
照
宮
伝
来
小
紋
胴
服

背
面
部
分
(
裂
一
巾
)

伝
直
江
兼
続
所
用
薄
浅
葱
鍛
子
胴
服
正
面

c

胸

紐

山

形

丈

九

四

糎

袖

丈

五

二

糎

五

a 

桁
六
一
糎

袖
巾
二
二
糎

_L.. 

/'¥ 

a 

石
川
家
伝
来
紙
衣
胴
服

丈
一
一
七
糎

桁
五
三
糎

袖
巾
二
一
糎

上

背
面

杉

神

社

蔵

b 

伝
豊
臣
秀
吉
所
用静

岡

袖
丈
五

O
糎

正
面石

川

俊

氏

蔵

七八九

b 

豊
国
神
社
伝
来
紗
綾
胴
服

伝
豊
臣
秀
吉
所
用
背
面

京

都

豊

国

丈
九
三
・
五
糎
桁
五
六
糎
袖
巾
-
二
糎
袖
丈
四
八
・
五
糎

一
ー
六
神
谷
策
子
「
片
倉
家
並
び
に
日
光
・
東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
二
領
に
つ

い
て
」
参
照

神

社

蔵

十
一
面
観
音
像

木

造

像

高

一

五

O
糎

兵
庫

寺

蔵

中

山

同

部
分

a 

十
一
面
観
音
像

木
造
像
高
一
一
八
糎

山

兵
庫

寺

蔵

中

b 

十
木一・

下造面
え像観

高ミエ
ザ一一
市-像
和七
子糎

中
山
寺
の
十
一
面
観
音
像
」
参
照

兵
庫

寺

蔵

中

山

「
兵
庫
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